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Simopoulos AP, Am J Clin Nutr, 1999 改変 
産業革命以降、栄養の脂質依存が 
劇的に上昇した 
















１価不飽和脂肪酸 (mono-unsaturated FA) 
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FABP3 FABP5 FABP7 
Chem. Neuroanat, 1996 
FABP7KOマウスは、多動・不安様行動を示す 
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Eur J Neurosci 2006 ; Hum Mol Genet 2014 





Plos Biol, 2007 
小括 










・  遺伝要因 
   一卵性双生児の一致率30-50%、患者の子供で発症率10倍 
・  環境要因 
   発達期低栄養、妊娠期ウィルス感染、その他種々のストレッ 







環境要因 遺伝要因 ＋ 
Single Nucleotide Polymorphism 
「個体間においてゲノムDNA上の1塩基が異なる現象」 








Hum Mol Genet, 2014 
アストロサイトにおける 
FABP7の作用メカニズムは？ 































































































分子種 機能 文献 ラフト関連タンパク質 
FABP7 肝クッパー細胞の死細胞貪食 Am J Pathol, 2014 スカベンジャー受容体 
FABP7 アストロサイトの分裂 Cell Tissue Res, 2013 成長因子受容体 
FABP3 胎盤の不飽和脂肪酸通過 J Nutrition, 2014 脂肪酸輸送タンパク質 





























+/+ FABP5 -/- 




                                                                 (Proc Natl Acad Sci USA, 2003; J Biol Chem, 2005) 
脂質ラフトのシグナル抑制によりアトピー性皮膚炎の症状が緩和される。                                
      (J Dermatolog Treat, 2013) 
脂質ラフトへのLDL受容体集積とMAPKシグナルの活性化は心肥大を促す。                         
             (Int J Cardiol, 2014)  
脂質ラフトは、冠血管や脳血管の攣縮に関与する。                                                   
         (Circ Res, 2006; J Biol Chem, 2005) 
caveolin-1やcavin-1は癌細胞の増殖、浸潤、極性を制御する。                                    
              (PLoS One, 2012)                         
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脂質ラフト機能と疾患との関連 
FABPによる脂質ラフト機能制御に着目した疾患へのアプローチ 
